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は
じ
め
に 

『
平
家
物
語
』：
平
安
時
代
末
、
治
承
・
寿
永
の
乱
を
舞
台
に
、
平
家
一
門
の
栄
枯
盛
衰
を
描
く
軍
記
物
語 

〈
諸
本
〉
読
み
本
系―

延
慶
本
、
四
部
合
戦
状
本
、
長
門
本
、
『
源
平
盛
衰
記
』
等 

 
 

 
 

語
り
本
系―

覚
一
本
、
屋
代
本
、
中
院
本
、
百
二
十
句
本
等 

 

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
一
「
祇
園
精
舎
」 

遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
秦
の
趙
高
、
漢
の
王
莽
、
梁
の
周
伊
、
唐
の
禄
山
、
こ
れ
ら
は
皆
、
旧
主

先
皇
の
政
に
も
し
た
が
は
ず
、
楽
し
み
を
き
は
め
、
諫
め
を
も
思
ひ
い
れ
ず
、
天
下
の
乱
れ
む
事
を
さ

と
ら
ず
し
て
、
民
間
の
愁
ふ
る
所
を
し
ら
ざ
ッ
し
か
ば
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、
亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。

近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、
承
平
の
将
門
、
天
慶
の
純
友
、
康
和
の
義
親
、
平
治
の
信
頼
、
こ
れ
ら
は

お
ご
れ
る
心
も
た
け
き
事
も
、
皆
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、
ま
ぢ
か
く
は
六
波
羅
の
入
道
前

太
政
大
臣
平
朝
臣
清
盛
公
と
申
し
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
へ
承
る
こ
そ
、
心
も
詞
も
及
ば
れ
ね
。 

  

一
、〈
遡
及
記
事
〉
の
定
義
と
用
例
数 

⑴
〈
遡
及
記
事
〉
の
定
義 

『
平
家
物
語
』
の
展
開
を
平
忠
盛
か
ら
始
ま
り
、
六
代
斬
首
に
終
わ
る
大
き
な
編
年
体
的
な
流
れ
で
と
ら
え

た
と
き
、
そ
の
時
間
の
流
れ
を
遡
行
し
て
、
過
去
の
事
象
を
語
る
記
事
。 

 

⑵
用
例
数 

 

覚
一
本
の
〈
遡
及
記
事
〉
は
合
計

123

例
。（→

別
表
参
照
） 

 

そ
の
う
ち
、
延
慶
本
と
一
致
し
な
い
記
事
は

19

例
。 

 
 

第
七
十
四
回 
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媛
国
語
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発
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二
、
覚
一
本
で
の
変
更
が
見
ら
れ
る
〈
遡
及
記
事
〉 

⑴
巻
三
「
医
師
問
答
」 

清
盛
の
嫡
男
重
盛
が
病
に
伏
す
。
折
し
も
宋
か
ら
有
名
な
医
師
が
来
日
し
て
お
り
、
清
盛
は
越
中
前
司
盛

俊
を
遣
わ
し
て
、
こ
の
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
薦
め
る
。
し
か
し
重
盛
は
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
た

う
え
で
、
大
臣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
異
国
の
医
師
を
都
に
招
き
入
れ
、
対
面
す
る
こ
と
は
国
の
恥
だ
と
し

て
医
師
の
治
療
を
断
る
。 

 

【
引
用
１
】 

小
松
殿
（
重
盛
）
た
す
け
お
こ
さ
れ
、
盛
俊
を
御
前
へ
め
し
て
、「
ま
づ
、
医
療
の
事
、
畏
ま
つ
て
承

り
候
ひ
ぬ
と
申
す
べ
し
。
た
だ
し
汝
も
承
れ
。 

Ⓐ
延
喜
御
門
（
醍
醐
天
皇
）
は
さ
ば
か
ン

の
賢
王
に
て
ま
し
ま
し
け
れ
ど
も
、
異
国
の
相
人
を
都
の
う
ち

へ
入
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
を
ば
、
末
代
ま
で
も
賢
王
の
御
誤
り
、
本
朝
の
恥
と
こ
そ
み
え
け
れ
。 

い
は
ん
や
重
盛
ほ
ど
の
凡
人
が
、
異
国
の
医
師
を
王
城
へ
い
れ
ん
事
、
国
の
辱
に
あ
ら
ず
や
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
覚
一
本
巻
三
「
医
師
問
答
」） 

 

【
引
用
２
】 

 
 

 

内
府
（
重
盛
）
病
床
ニ
臥
給
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
入
道
ノ
御
使
ト
聞
給
テ
被
恐
一

ケ
ル
ニ
ヤ
、
忩
ギ
オ
キ

ア
ガ
リ
テ
、
烏
帽
子
、
直
衣
タ
ヾ
シ
ク
シ
テ
、
貞
能
ニ
向
給
テ
、
返
事
ニ
被
申
ケ
ル
ハ
、「
医
療
ノ
事

承
候
ヌ
。
但
シ
今
度
ノ
所
労
ハ
旁
存
旨
候
之
間
、
医
療
ヲ
不
加
一

候
。
仍
テ
今
更
対
面
仕
ニ
不
及
一

。

（
中
略
） 

 
 

ⓑ
近
於
本
朝
一

者
、
三
条
院
ノ
御
時
、
典
薬
頭
雅
忠
ト
云
医
師
ア
リ
キ
。（
中
略
）
其
比
、
異
国
ノ
后
、

悪
瘡
ヲ
煩
フ
事
歳
久
シ
。
時
ニ
異
国
ノ
名
医
等
、
医
術
ヲ
究
メ
、
雖
致
ト

療
治
一
ヲ

、
効
験
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
、

雅
忠
ヲ
可
被
渡
一

之
由
、
異
国
ノ
牒
状
ア
リ
。（
中
略
）
『
雖
然
一

、
渡
唐
ハ
全
ク
不
可
然
。
夫
医
療
ニ
無

効
験
一

者
、
本
朝
之
恥
辱
也
。
医
療
ニ
有
得
験
一

者
、
大
国
ノ
医
道
、
此
時
ニ
永
ク
可
絶
一
ヌ

。
就
中
、
他

国
ノ
后
死
ム
事
、
本
朝
ノ
為
メ
、
何
ノ
苦
ミ
カ
有
ベ
キ
』
ト
、
帥
民
部
卿
経
信
卿
ノ
意
見
ニ
定
メ
申
サ
レ

ケ
レ
バ
、
尤
ト
テ
渡
サ
ル
マ
ジ
キ
ニ
成
ニ
ケ
リ
。（
中
略
） 

ⓒ
但
シ
昔
シ
仁
徳
天
皇
ノ
第
四
御
子
、
反
正
天
皇
崩
御
之
後
、
允
恭
天
皇
未
ダ
皇
子
ニ
テ
御
坐
シ
時
、

久
ク
篤
キ
疵
ヲ
ナ
ヤ
ミ
給
ケ
ル
ヲ
、
群
臣
強
ニ
勧
メ
申
ニ
依
テ
、
御
即
位
有
ケ
リ
。
本
朝
ノ
医
師
、
術
尽

ニ
ケ
レ
バ
、
其
後
御
使
ヲ
新
羅
国
エ
遣
シ
テ
、
彼
ノ
国
ノ
医
師
ヲ
迎
ヘ
テ
御
悩
ヲ
治
セ
サ
セ
御
坐
ケ
ル

ニ
、
無
程
一

イ
ヘ
ニ
ケ
レ
バ
、
殊
ニ
是
ヲ
賞
ゼ
サ
セ
マ
シ

〱
テ
、
被
返
シ

送
一

ニ
ケ
リ
。
是
則
本
朝
第
一

ノ
不
覚
、
異
朝
無
並
ノ
嘲
哢
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
延
慶
本
第
二
本
「
小
松
殿
熊
野
詣
事
」） 

 

Ⓐ
醍
醐
天
皇
＝
八
八
五
年
～
九
三
〇
年
。
第

60

代
天
皇
。 

ⓑ
三
条
院
＝
九
七
六
年
～
一
〇
一
七
年
。
第

67

代
天
皇
。 

ⓒ
允
恭
天
皇
＝
五
世
紀
中
頃
か
。
第

19

代
天
皇
。 
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二
、
覚
一
本
で
の
変
更
が
見
ら
れ
る
〈
遡
及
記
事
〉 

⑵
巻
四
「
競
」 

高
倉
宮
（
以
仁
王
）
に
よ
る
謀
反
が
起
こ
る
。
謀
反
の
報
告
を
受
け
た
清
盛
は
、
宮
の
御
所
へ
捕
縛
の
使

い
を
送
る
。
宮
の
侍
で
あ
る
長
兵
衛
尉
信
連
は
宮
を
女
装
さ
せ
て
三
井
寺
へ
逃
が
す
。 

【
引
用
３
】 

「
こ
は
い
か
が
せ
ん
」
と
て
、
さ
わ
が
せ
お
は
し
ま
す
と
こ
ろ
に
、
宮
（
以
仁
王
）
の
侍
長
兵
衛
尉
信

連
と
い
ふ
者
あ
り
。
「
た
だ
別
の
様
候
ふ
ま
じ
。
女
房
装
束
に
て
い
で
さ
せ
給
へ
」
と
申
し
け
れ
ば
、

「
し
か
る
べ
し
」
と
て
、
御
ぐ
し
を
み
だ
し
、
か
さ
ね
た
る
御
衣
に
市
女
笠
を
ぞ
め
さ
れ
け
る
。
六
条

の
佐
大
夫
宗
信
、
唐
笠
も
ッ
て
御
と
も
つ
か
ま
つ
る
。
鶴
丸
と
い
ふ
童
、
袋
に
も
の
い
れ
て
い
た
だ
い

た
り
。
譬
へ
ば
青
侍
の
女
を
む
か
へ
て
ゆ
く
や
う
に
い
で
た
た
せ
給
ひ
て
、
高
倉
を
北
へ
お
り
さ
せ
給

ふ
に
、
大
き
な
る
溝
の
あ
り
け
る
を
、
い
と
も
の
が
る
う
こ
え
さ
せ
給
へ
ば
、
み
ち
ゆ
き
人
た
ち
と
ど

ま
ッ
て
、「
は
し
た
な
の
女
房
の
溝
の
こ
え
や
う
や
」
と
て
、
あ
や
し
げ
に
み
ま
ゐ
ら
せ
け
れ
ば
、
い

と
ど
あ
し
ば
や
に
す
ぎ
さ
せ
給
ふ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
覚
一
本
巻
四
「
信
連
」） 

宮
は
高
倉
を
北
へ
、
近
衛
を
東
へ
、
賀
茂
河
を
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
、
如
意
山
へ
い
ら
せ
お
は
し
ま
す
。 

Ⓐ
昔
清
見
原
の
天
皇
（
天
武
天
皇
）
の
い
ま
だ
東
宮
の
御
時
、
賊
徒
に
お
そ
は
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
吉
野
山

へ
い
ら
せ
給
ひ
け
る
に
こ
そ
、
を
と
め
の
す
が
た
を
ば
、
か
ら
せ
給
ひ
け
る
な
れ
。
い
ま
こ
の
君
の
御

あ
り
さ
ま
も
、
そ
れ
に
は
た
が
は
せ
給
は
ず
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
覚
一
本
巻
四
「
競
」） 

【
引
用
４
】 

 
 

信
連
ヲ
召
シ
テ
仰
有
ケ
レ
バ
、
御
本
鳥
ヲ
乱
シ
テ
、
女
房
ノ
薄
ギ
ヌ
ヲ
キ
セ
マ
イ
ラ
セ
ツ
ヽ
、
一
目
笠

ト
云
フ
物
ヲ
奉
ラ
セ
テ
、
走
リ
出
サ
セ
給
ヌ
。
御
所
中
ノ
人
々
モ
知
マ
イ
ラ
セ
ズ
。
黒
丸
ト
云
中
間
、

佐
大
夫
宗
信
計
ゾ
参
ケ
ル
。
宗
信
ケ
シ
カ
ル
直
垂
小
袴
キ
テ
、
唐
傘
持
タ
リ
。
黒
丸
ニ
袋
一
持
セ
テ
、

青
侍
躰
ノ
者
ノ
女
迎
テ
行
ト
見
タ
リ
。
五
月
雨
ノ
比
ナ
レ
バ
、
雲
晴
テ
月
ク
マ
ナ
シ
。
溝
ノ
広
カ
リ
ケ

ル
ヲ
、
シ
ヤ
ク
ト
越
サ
セ
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
相
奉
リ
タ
リ
ケ
ル
人
ノ
、
女
房
ト
思
ヘ
バ
、「
ハ
シ
タ
ナ

ク
モ
コ
ユ
ル
者
哉
」
ト
思
ゲ
ニ
テ
、
立
留
テ
怪
ゲ
ニ
見
マ
イ
ラ
セ
ケ
ル
コ
ソ
、
佐
大
夫
ハ
イ
ト
ヾ
膝
フ

ル
ヒ
テ
、
歩
マ
レ
ザ
リ
ケ
レ
。 

ⓑ
昔
景
行
天
皇
ノ
第
二
御
子
、
小
雄
皇
子
（
日
本
武
尊
）、
異
国
ヲ
平
ゲ
ニ
下
リ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
、
ヲ

ト
メ
ノ
形
ヲ
カ
リ
テ
、
賊
ノ
三
河
上
ノ
武
智
ヲ
バ
滅
シ
給
タ
リ
ケ
レ
。 

ナ
ド
ヤ
是
ハ
、
昔
今
コ
ソ
異
ナ
ラ
メ
、
我
御
身
ヲ
滅
シ
給
ケ
ム
。
先
世
之
御
宿
業
ヲ
奉
ル

察
一
シ

コ
ソ
哀

ナ
レ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
延
慶
本
第
二
中
「
高
倉
宮
都
ヲ
落
坐
事
」
） 

折
シ
モ
時
鳥
ノ
一
声
幽
カ
ニ
聞
ケ
レ
バ
、
御
心
ノ
中
ニ
カ
ク
ゾ
思
食
ツ
ヾ
ケ
サ
セ
給
ケ
ル
。 

 
 

 
 

ホ
ト
ヽ
ギ
ス
シ
ラ
ヌ
山
路
ニ
迷
フ
ニ
ハ
ナ
ク
ゾ
我
身
ノ
シ
ル
ベ
ナ
リ
ケ
ル 

 
 

ⓐ
昔
天
武
天
皇
、
大
伴
ノ
王
子
ニ
ヲ
ソ
ハ
レ
テ
、
吉
野
山
ヘ
入
ラ
セ
給
ケ
ム
モ
、
今
更
思
食
出
サ
レ
テ
、

哀
ニ
ゾ
被
思
食
一

ケ
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
延
慶
本
第
二
中
「
高
倉
宮
三
井
寺
ニ
入
ラ
セ
給
事
」） 

 

Ⓐ
ⓐ
天
武
天
皇
＝
六
七
三
年
～
六
八
六
年
。
第

40

代
天
皇
。 

ⓑ 

景
行
天
皇
＝
四
世
紀
前
半
～
後
半
か
。
第

12

代
天
皇
。 
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四
、
覚
一
本
で
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
〈
遡
及
記
事
〉
～
巻
二
「
阿
古
屋
之
松
」
～ 

鹿
谷
の
陰
謀
（
※
平
家
の
意
の
ま
ま
の
政
治
に
反
発
し
た
人
々
が
企
て
た
平
家
打
倒
の
策
謀
）
の
首
謀
者
で
あ
る
新

大
納
言
藤
原
成
親
は
、
清
盛
に
よ
っ
て
備
前
国
へ
流
さ
れ
、
そ
の
息
子
丹
波
少
将
成
経
も
備
中
国
へ
流
さ

れ
る
。
二
人
の
配
所
は
約
五
・
五
㎞
と
近
く
、
成
経
は
預
か
り
の
武
士
（
瀬
尾
太
郎
兼
康
）
に
そ
の
距
離

を
問
う
が
、
正
確
に
伝
え
て
は
良
く
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
兼
康
は
片
道
十
二
、
三
日
だ
と
嘘
を
教
え
た
。

成
経
は
か
つ
て
の
国
の
分
割
を
回
想
し
、
兼
康
の
意
図
を
悟
る
。 

 

【
引
用
５
】 

 
 

少
将
打
案
ジ
テ
、「
大
納
言
殿
ハ
備
前
国
ヘ
ト
聞
ユ
。
其
ノ
ア
タ
リ
近
ニ
ヤ
。
可
奉
相
見
一

ニ
ハ
ナ
ケ
レ

ド
モ
、
当
ノ
風
モ
ナ
ツ
カ
シ
カ
リ
ナ
ム
」
ト
宣
ヒ
ケ
ル
ニ
ゾ
哀
ナ
ル
。
責
テ
ハ
ソ
ナ
タ
ト
ダ
ニ
知
ラ
ン

ト
テ
、
妹
尾
太
郎
ニ
、「
我
流
サ
レ
テ
有
ム
ズ
ル
妹
尾
ト
カ
ヤ
ヨ
リ
、
大
納
言
ノ
オ
ハ
ス
ル
備
前
国
ノ

児
島
ヘ
ハ
、
イ
カ
程
ノ
道
ニ
テ
有
ラ
ム
」
ト
問
レ
ケ
レ
バ
、
片
道
僅
ニ
海
上
三
里
ノ
道
ヲ
カ
ク
シ
テ
、

「
十
三
日
」
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
少
将
是
ヲ
聞
テ
被
思
一

ケ
ル
ハ
、 

「
ⓐ
日
本
秋
津
嶋
ハ
昔
ハ
三
十
三
ヶ
国
ニ
テ
有
ケ
ル
ヲ
、
後
ニ
半
国
ヅ
ヽ
ニ
分
テ
、
六
十
六
ヶ
国
ト
ス
。 

サ
レ
バ
僅
ノ
小
嶋
ゾ
カ
シ
。
中
ニ
モ
山
陽
道
ニ
サ
程
ノ
大
国
有
ト
ハ
キ
カ
ヌ
物
ヲ
。 

ⓑ
宰
府
ヨ
リ
鰚
ノ
使
ノ
年
々
ニ
参
リ
シ
ヲ
聞
シ
モ
、
廿
日
余
ナ
ム
ド
コ
ソ
聞
シ
カ
。 

備
前
備
中
両
国
ノ
間
イ
カ
ニ
遠
ク
ト
モ
、
二
三
日
ニ
ハ
ヨ
モ
ス
ギ
ジ
。
是
ハ
我
父
ノ
オ
ハ
シ
所
ヲ
近
シ

ト
聞
物
ナ
ラ
バ
、
文
ナ
ム
ド
ヤ
通
ハ
ン
ズ
ラ
ム
ト
テ
、
知
セ
ジ
ト
テ
云
ヨ
」
ト
心
得
給
テ
ケ
レ
バ
、
其

後
ハ
ユ
カ
シ
ケ
レ
ド
モ
問
給
ハ
ズ
。
哀
也
シ
事
也
。 

 

ⓒ
昔
迦
留
大
臣
ト
申
ス
人
ヲ
ハ
シ
キ
。
遣
唐
使
ニ
シ
テ
、
異
国
ニ
渡
テ
御
ワ
シ
ケ
ル
ヲ
、
何
ナ
ル
事
カ

有
ケ
ン
、
物
イ
ハ
ヌ
薬
ヲ
ク
ハ
セ
テ
、
五
躰
ニ
絵
ヲ
書
テ
、
額
ニ
燈
ガ
ヒ
ヲ
打
テ
、
燈
台
鬼
ト
名
テ
、
火

ヲ
ト
モ
ス
由
聞
ケ
レ
バ
、
其
御
子
ニ
弼
宰
相
ト
申
ス
人
、
万
里
ノ
波
ヲ
凌
ギ
、
他
州
ノ
雲
ヲ
尋
テ
見
給

ケ
レ
バ
、
燈
鬼
涙
ヲ
流
シ
テ
、
手
ノ
指
ヲ
食
切
テ
、
カ
ク
ゾ
書
給
ケ
ル
。 

 
 

 
 

我
是
日
本
花
京
客 

 

汝
即
同
姓
一
宅
人 

 
 

 
 

為
父
為
子
前
世
契 

 

隔
山
隔
海
恋
情
辛 

 
 

 
 

経
年
流
涙
蓬
蒿
宿 

 

遂
日
馳
思
蘭
菊
親 

 
 

 
 

形
破
他
州
成
燈
鬼 

 

争
帰
旧
里
棄
斬
身 

 
 

ト
書
タ
リ
。
是
ヲ
見
給
ケ
ム
宰
相
ノ
心
中
何
計
ナ
リ
ケ
ム
。
遂
ニ
御
門
ニ
申
請
テ
帰
朝
シ
テ
、
其
悦
ニ
大

和
国
迦
留
寺
ヲ
建
立
ス
ト
見
タ
リ
。
彼
ハ
父
ヲ
助
ツ
レ
バ
孝
養
ノ
第
一
也
。 

是
ハ
其
詮
モ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
親
子
ノ
中
ノ
哀
サ
ハ
、
只
大
納
言
ノ
事
ヲ
ノ
ミ
悲
テ
、
ア
ケ
ク
レ
泣
ア
カ

シ
給
ケ
リ
。 

 
 

 
 

 

（
延
慶
本
第
一
末
「
丹
波
少
将
福
原
ヘ
被
召
下
事
」「
迦
留
大
臣
之
事
」） 

ⓒ
延
慶
本
「
迦
留
大
臣
之
事
」 

…

親
子
愛
の
類
話 

→

迦
留
大
臣
と
弼
宰
相
と
は
違
い
、
こ
の
世
で
は
再
会
で
き
な
か
っ
た
成
親
と
成
経
（→

【
引
用

１０

】） 

→

赦
免
の
後
、
父
の
配
所
を
訪
ね
、
父
を
偲
ぶ
展
開 
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【
引
用
６
】 

 
 

 
彼
ノ
有
木
別
所
ヘ
尋
入
テ
見
給
ヘ
バ
、
是
又
ウ
タ
テ
ゲ
ナ
ル
シ
ヅ
ノ
屋
也
。（
中
略
）
父
ノ
存
生
ノ

筆
ノ
跡
、
子
ト
シ
テ
後
ニ
見
給
ケ
ム
事
、
跡
ハ
千
年
モ
有
リ
ヌ
ベ
シ
ト
ハ
是
ヤ
ラ
ム
ト
悲
ク
テ
、（
中

略
）
少
将
良
久
有
テ
、
涙
ヲ
拭
テ
、「（
中
略
）
再
ビ
都
ヘ
帰
リ
、
妻
子
ヲ
見
ム
事
ハ
ウ
レ
シ
カ
ル
ベ
ケ

レ
ド
モ
、
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
渡
セ
給
ワ
ム
ヲ
見
奉
バ
コ
ソ
、
甲
斐
ナ
キ
命
ノ
有
シ
ル
シ
モ
候
ハ
メ
。
是
マ
デ

ハ
イ
ソ
ガ
レ
ツ
レ
ド
モ
、
是
ヨ
リ
後
ハ
行
空
モ
有
ベ
シ
ト
モ
不
覚
」
ト
、
生
タ
ル
人
ニ
物
ヲ
云
様
ニ
、

墓
ノ
前
ニ
テ
夜
終
泣
給
テ
、（
中
略
）「
成
経
参
リ
タ
リ
ト
聞
給
ワ
ム
ニ
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
火
ノ
中
、
水
ノ

底
ニ
オ
ハ
ス
ト
モ
、
ナ
ド
カ
一
言
ノ
御
返
事
ナ
カ
ル
ベ
キ
。
縦
ヒ
御
不
審
ヲ
蒙
リ
タ
リ
ト
モ
、
生
テ
オ

ハ
シ
マ
サ
ム
ニ
ハ
、
其
憑
ミ
モ
有
ヌ
ベ
シ
。
生
ヲ
隔
ル
習
コ
ソ
悲
ケ
レ
」
ト
宣
テ
、
泣
々
旧
苔
ヲ
打
払

ヒ
、
墓
ヲ
ツ
キ
、
父
ノ
御
為
ニ
ト
テ
、
道
ス
ガ
ラ
造
持
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
卒
都
婆
取
寄
テ
、
「
聖
霊
決

定
生
極
楽
」
ト
云
文
ノ
下
ニ
、「
孝
子
成
経
」
ト
自
筆
ニ
書
給
。 

（
延
慶
本
第
二
本
「
丹
波
少
将
故
大
納
言
ノ
墓
ニ
詣
事
」） 

【
引
用
７
】 

あ
る
時
、
兼
康
を
め
し
て
、
「
こ
れ
よ
り
大
納
言
殿
の
御
渡
り
あ
ん
な
る
備
前
の
有
木
の
別
所
へ
は
、

い
か
程
の
道
ぞ
」
と
と
ひ
給
へ
ば
、
す
ぐ
に
し
ら
せ
奉
ッ
て
は
あ
し
か
り
な
ん
と
や
お
も
ひ
け
む
、「
か

た
み
ち
十
二
三
日
で
候
ふ
」
と
申
す
。
其
時
少
将
涙
を
は
ら

〱
と
流
い
て
、 

「
Ⓐ
日
本
は
昔
三
十
三
ケ
国
に
て
あ
り
け
る
を
、
中
ご
ろ
六
十
六
ケ
国
に
分
け
ら
れ
た
ん
な
り
。
さ
云

ふ
備
前
、
備
中
、
備
後
も
、
も
と
は
一
国
に
て
あ
り
け
る
な
り
。 

Ⓓ
ま
た
、
あ
づ
ま
に
聞
こ
ゆ
る
出
羽
、
陸
奥
両
国
も
、
昔
は
六
十
六
郡
が
一
国
に
て
あ
り
け
る
を
、
そ
の

時
十
二
郡
を
さ
き
わ
か
ッ
て
、
出
羽
国
と
は
た
て
ら
れ
た
り
。 

Ⓔ
さ
れ
ば
実
方
中
将
、
奥
州
へ
な
が
さ
れ
た
り
け
る
時
、
こ
の
国
の
名
所
に
、
あ
こ
屋
の
松
と
云
ふ
所

を
見
ば
や
と
て
、
国
の
う
ち
を
尋
ね
あ
り
き
け
る
が
、
尋
ね
か
ね
て
帰
り
け
る
道
に
、
老
翁
の
一
人
逢

ひ
た
り
け
れ
ば
、『
や
や
、
御
辺
は
ふ
る
い
人
と
こ
そ
見
奉
れ
。
当
国
の
名
所
に
あ
こ
や
の
松
と
云
ふ
所

や
し
り
た
る
」
と
と
ふ
に
、『
ま
ッ
た
く
当
国
の
う
ち
に
は
候
は
ず
。
出
羽
国
に
や
候
ふ
ら
ん
』。『
さ
て

は
御
辺
し
ら
ざ
り
け
り
。
世
は
す
ゑ
に
な
ッ
て
、
名
所
を
も
は
や
よ
び
う
し
な
ひ
た
る
に
こ
そ
』
と
て
、

む
な
し
く
過
ぎ
ん
と
し
け
れ
ば
、
老
翁
、
中
将
の
袖
を
ひ
か
へ
て
、『
あ
は
れ
君
は
、 

 
 

 
 

み
ち
の
く
の
あ
こ
屋
の
松
に
木
が
く
れ
て
い
づ
べ
き
月
の
い
で
も
や
ら
ぬ
か 

と
い
ふ
歌
の
心
を
も
ッ
て
、
当
国
の
名
所
あ
こ
や
の
松
と
は
仰
せ
ら
れ
候
ふ
か
、
そ
れ
は
両
国
が
一
国

な
り
し
時
、
読
み
侍
る
歌
な
り
。
十
二
郡
を
さ
き
わ
か
ッ
て
後
は
、
出
羽
国
に
や
候
ら
ん
』
と
申
し
け
れ

ば
、
さ
ら
ば
と
て
、
実
方
中
将
も
出
羽
国
に
こ
え
て
こ
そ
、
あ
こ
屋
の
松
を
ば
見
た
り
け
れ
。 

Ⓑ
筑
紫
の
太
宰
府
よ
り
都
へ
鰚
の
使
ひ
の
の
ぼ
る
こ
そ
、
か
た
路
十
五
日
と
は
さ
だ
め
た
れ
。 

既
に
十
二
三
日
と
云
ふ
は
、
こ
れ
よ
り
ほ
と
ん
ど
鎮
西
へ
下
向
ご
ざ
む
な
れ
。
遠
し
と
云
ふ
と
も
、
備

前
、
備
中
の
間
、
両
三
日
に
は
よ
も
過
じ
。
近
き
を
と
ほ
う
申
す
は
、
大
納
言
殿
の
御
渡
り
あ
ん
な
る

所
を
、
成
経
に
し
ら
せ
じ
と
て
こ
そ
申
す
ら
め
」
と
て
、
そ
の
後
は
恋
し
け
れ
ど
も
と
ひ
給
は
ず
。 

（
覚
一
本
巻
二
「
阿
古
屋
之
松
」） 
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◇
記
録
類
・
説
話
集
と
の
比
較 

【
引
用
８
】（
①
～
⑤
） 

①
『
尊
卑
分
脈
』 

陸
奥
守
右
近
中
將
〔
正
四
下
〕
長
徳
四
年
十
一
十
三
於
任
所
薨 

哥
人 

②
『
権
記
』
長
徳
元
年
九
月
二
十
七
日
条 

戌
剋
陸
奥
守
實
方
朝
臣
令
奏
赴
任
之
由
、
先
於
殿
上
勸
酒
一
両
巡
、〈
内
藏
寮
儲
肴
物
、
依
重
喪
人

儲
精
進
物
、〉
其
後
出
御
晝
御
座
、
藏
人
信
経
奉
仰
召
實
方
朝
臣
、
々
々
應
召
候
孫
廂
南
第
一
間
、

次
召
藏
人
頭
齋
信
朝
臣
、
々
々
奉
仰
取
祿
、
出
自
母
屋
南
第
一
間
障
子
戸
賜
之
、〈
文
子
染
衾
一

條
、
幷
御
下
襲
一
具
也
、
例
給
紅
染
褂
、
而
此
度
用
文
子
也
、
隨
有
云
々
、〉
別
有
仰
詞
幷
叙
正
四

位
下
、
給
祿
、
幷
奉
仰
詞
退
出
、
依
重
喪
不
拜
舞 

③
『
実
方
集
』 

国
へ
下
る
と
て
ま
か
り
申
し
に
女
院
に
参
り
た
る
に
、
物
か
づ
く
る
ま
ゝ
に
侍
従
の
典
侍 

185a

み
ち
の
く
に
こ
ろ
も
の
せ
き
は
た
ち
ぬ
れ
ど 

と
い
ひ
も
は
て
ぬ
に 

185b

ま
た
あ
ふ
さ
か
は
た
の
も
し
き
か
な 

 
 

式
部
大
夫
匡
衡
が
、
み
ち
の
く
に
に
を
こ
せ
た
る 

219

都
に
は
た
れ
を
か
君
は
思
ふ
ら
ん
都
に
は
み
な
君
を
恋
ふ
め
り 

 
 

返
し 

220

忘
ら
れ
ぬ
人
の
う
ち
に
は
忘
れ
ぬ
を
恋
ふ
ら
む
人
の
う
ち
に
待
つ
や
は 

※
他
十
五
首
（
歌
番
号

190~

193

・

210~

216

・

219-

220

・

341

・

343~

345

） 

⑤
『
撰
集
抄
』 

④
『
古
事
談
』 

③
『
実
方
集
』 

②
『
権
記
』 

長
徳
元
年
九
月
二
十
七
日
条 

①
『
尊
卑
分
脈
』 

実
方
が
行
成
を
恨
む
原
因
と
な
っ
た
出
来
事 

藤
原
行
成
と
の
諍
い 

→

一
条
天
皇
よ
り
「
歌
枕
み
て
ま
ゐ
れ
」
と
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
任

地
で
没
す
る 

→

蔵
人
頭
へ
の
未
練
か
ら
、
雀
と
化
し
て
殿
上
に
現
れ
る 

陸
奥
下
向
に
際
し
、
都
の
人
々
と
和
歌
の
贈
答
を
交
わ
す 

陸
奥
赴
任
の
際
の
記
録
。 

・
殿
上
で
酒
と
肴
物
が
用
意
さ
れ
た 

・
天
皇
よ
り
、
衾
一
条
、
下
襲
一
具
が
下
賜
さ
れ
た 

・
天
皇
よ
り
仰
詞
が
あ
っ
た 

・
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た 

陸
奥
守
。
歌
人
。
長
徳
四
年
十
一
月
十
三
日
に
任
所
で
没
し
た
。 
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④
『
古
事
談
』
二―

三
二 

 
 

 
一
条
院
の
御
時
、
実
方
、
行
成
と
殿
上
に
お
い
て
口
論
す
る
間
、
実
方
、
行
成
の
冠
を
取
り
て
、

小
庭
に
投
げ
捨
て
て
退
散
す
、
と
云
々
。
行
成
繆
ふ
気
無
く
し
て
、
静
か
に
主
殿
司
を
喚
び
て
、
冠

を
取
り
寄
せ
て
、
砂
を
擺
ひ
て
之
れ
を
着
し
て
云
は
く
、「
左
道
に
い
ま
す
る
公
達
か
な
」
と

云
々
。
主
上
小
蔀
よ
り
御
覧
じ
て
、「
行
成
は
召
し
仕
ひ
つ
べ
き
者
な
り
け
り
」
と
て
、
蔵
人
頭
に

補
せ
ら
る
。
実
方
を
ば
「
歌
枕
み
て
ま
ゐ
れ
」
と
て
、
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
る
、
と
云
々
。
任
国
に
お

い
て
逝
去
す
、
と
云
々
。 

『
古
事
談
』
二―

七
二 

 
 

 

実
方
中
将
、
蔵
人
頭
に
補
せ
ざ
る
を
怨
み
て
、
雀
に
成
り
て
殿
上
の
小
台
盤
に
居
り
、
と
云
々
。 

 

⑤
『
撰
集
抄
』
第
一
八
「
實
方
中
將
櫻
狩
ノ

歌
ノ

事
」 

む
か
し
、
殿
上
の
を
の
こ
ど
も
、
花
見
む
と
て
東
山
に
お
は
し
た
り
け
る
に
、
俄
に
心
な
き
雨
の
ふ
り

て
、
人
々
、
げ
に
騒
ぎ
給
へ
り
け
る
が
、
實
方
の
中
將
、
い
と
騒
が
ず
、
木
の
も
と
に
よ
り
て
、
か
く
、 

 
 

 
 

さ
く
ら
が
り
雨
は
ふ
り
來
ぬ
お
な
じ
く
は
濡
る
と
も
花
の
陰
に
く
ら
さ
ん 

 
 

と
よ
み
て
、
か
く
れ
た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、
花
よ
り
漏
り
く
だ
る
雨
に
さ
な
が
ら
濡
れ
て
、
裝
束
し
ぼ

り
か
ね
侍
り
。
此
こ
と
、
興
あ
る
事
に
人
々
思
ひ
あ
は
れ
け
り
。
又
の
日
、
齊
信
大
納
言
、
主
上
に
「
か
ゝ

る
お
も
し
ろ
き
事
の
侍
し
」
と
奏
せ
ら
れ
け
る
に
、
行
成
、
そ
の
時
蔵
人
頭
に
て
お
は
し
け
る
が
、「
歌

は
お
も
し
ろ
し
。
實
方
は
痴
な
り
」
と
の
た
ま
ひ
て
け
り
。
こ
の
言
葉
を
實
方
も
れ
聞
き
た
ま
ひ
て
、

ふ
か
く
恨
み
を
ふ
く
み
給
ふ
と
ぞ
聞
え
侍
る
。 

 

◇
実
方
説
話
の
挿
入
意
図 

自
身
の
行
く
末
へ
の
不
安
と
、
父
成
親
へ
の
処
遇
に
対
す
る
心
配
を
抱
え
る
成
経
が
、
こ
の
状
況
に
お
い

て
実
方
の
歌
枕
訪
問
を
回
想
す
る
の
は
不
自
然
。
鰚
の
使
い
の
例
（
Ⓑ
ⓑ
）
の
み
で
十
分
説
明
で
き
る
。 

 

①
成
経
が
語
る
意
味 

・
後
白
河
院
近
臣
と
し
て 

・
都
の
家
族
と
の
今
生
の
別
れ 

 

【
引
用
９
】 

そ
の
こ
ろ
入
道
相
国
、（
中
略
））
門
脇
の
宰
相
の
許
へ
、「
存
ず
る
旨
あ
り
。
丹
波
少
将
い
そ
ぎ
こ

れ
へ
た
べ
」
と
宣
ひ
つ
か
は
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、（
中
略
）
少
将
な
く
な
く
出
で
立
ち
給
ひ
け
り
。 

（
中
略
） 

少
将
は
、
今
年
三
つ
に
な
り
給
ふ
を
さ
な
き
人
を
持
ち
給
へ
り
。（
中
略
）
今
は
の
時
に
な
り
し
か

ば
、
さ
す
が
心
に
や
か
か
ら
れ
け
ん
、「
こ
の
を
さ
な
き
者
を
今
一
度
見
ば
や
」
と
こ
そ
、
宣
ひ
け
れ
。

め
の
と
い
だ
い
て
ま
ゐ
り
た
り
。
少
将
、
ひ
ざ
の
う
へ
に
お
き
、
か
み
か
き
な
で
、
涙
を
は
ら
は
ら
と

な
が
い
て
、
「
あ
は
れ
、
汝
七
歳
に
な
ら
ば
男
に
な
し
て
、
君
へ
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
れ
。

さ
れ
ど
も
、
今
は
云
ふ
か
ひ
な
し
。
も
し
命
い
き
て
、
お
ひ
た
ち
た
ら
ば
、
法
師
に
な
り
、
我
が
後
の
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世
と
ぶ
ら
へ
よ
」
と
宣
へ
ば
、
い
ま
だ
い
と
け
な
き
心
に
、
何
事
を
か
聞
き
わ
き
給
ふ
べ
き
な
れ
ど
も
、

う
ち
う
な
づ
き
給
へ
ば
、
少
将
を
は
じ
め
奉
ッ
て
、
母
う
へ
、
め
の
と
の
女
房
、
そ
の
座
に
な
み
ゐ
た

る
人
々
、
心
あ
る
も
心
な
き
も
、
皆
袖
を
ぞ
ぬ
ら
し
け
る
。 

 
 

 
 

（
巻
二
「
阿
古
屋
之
松
」
） 

 

・
成
親
の
配
所
で
の
死 

 

【
引
用

１０

】 

さ
る
程
に
、
大
納
言
入
道
殿
を
ば
、
同
八
月
十
九
日
、
備
前
、
備
中
両
国
の
堺
、
庭
瀬
の
郷
吉
備
の

中
山
と
云
ふ
所
に
て
、
つ
ひ
に
う
し
な
ひ
奉
る
。
そ
の
さ
い
ご
の
あ
り
さ
ま
、
や
う
や
う
に
聞
こ
え
け

り
。
酒
に
毒
を
入
れ
て
す
す
め
た
り
け
れ
ど
も
、
か
な
は
ざ
り
け
れ
ば
、
岸
の
二
丈
ば
か
り
あ
り
け
る

下
に
ひ
し
を
う
ゑ
て
、
う
へ
よ
り
つ
き
お
と
し
奉
れ
ば
、
ひ
し
に
つ
ら
ぬ
か
ッ
て
、
う
せ
給
ひ
ぬ
。 

（
巻
二
「
大
納
言
死
去
」
） 

 

②
「
語
り
」
の
側
面 

▽
鬼
頭
尚
義
「
あ
こ
や
姫
伝
説
の
諸
相―

説
話
か
ら
縁
起
へ
」（
京
都
精
華
大
学
紀
要 

第
四
十
号 

二
〇
一
一
） 

・『
日
本
行
脚
文
集
』…

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
俳
諧
師
大
淀
三
千
風
が
出
羽
国
を
訪
れ
た
際
の
記
録 

・『
享
保
二
酉
年
奥
羽
二
州
巡
見
日
記
』…

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
有
馬
内
膳
が
幕
府
巡
検
使
と
し
て
奥

羽
を
訪
れ
た
際
の
記
録 

▽
冨
倉
徳
次
郎
『
平
家
物
語
全
注
釈
上
巻
』（
角
川
書
店 

一
九
六
六
） 

成
経
の
話
で
あ
る
が
、
実
方
に
つ
い
て
の
「
阿
古
屋
の
松
」
の
古
伝
説
を
紹
介
し
て
日
本
の
地
理
を
語
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
、
聞
か
せ
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に 

  

【
使
用
テ
キ
ス
ト
一
覧
】 

・『
平
家
物
語
』
覚
一
本
＝
大
津
雄
一
、
平
藤
幸
編
『
平
家
物
語 

覚
一
本 

全
』（
武
蔵
野
書
院 

二
〇
二
二
） 

・『
平
家
物
語
』
延
慶
本
＝
北
原
保
雄
、
小
川
栄
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
』（
勉
誠
社 

一
九
九
〇
） 

・『
尊
卑
分
脈
』
＝
洞
院
公
定
編
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
新
訂
増
補
國
史
大
系 

第

59

巻 

尊
卑
分
脉
第
二
篇
』（
吉
川
弘
文

館 

一
九
八
〇
） 

・『
権
記
』
＝
藤
原
行
成
著
・
増
補
史
料
大
成
刊
行
会
編
『
増
補
史
料
大
成
権
記
』（
臨
川
書
店 

一
九
六
五
） 

・『
実
方
集
』
＝
犬
養
廉
、
後
藤
祥
子
、
平
野
由
紀
子
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

28

平
安
私
家
集
』（
岩
波
書
店 

一
九

九
四
） 

・『
古
事
談
』
＝
川
端
善
明
、
荒
木
浩
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

41

古
事
談 

続
古
事
談
』（
岩
波
書
店 

二
〇
〇
五
） 

・『
撰
集
抄
』
＝
西
行
自
記
・
西
尾
光
一
校
注
『
岩
波
文
庫
撰
集
抄
』（
岩
波
書
店 

一
九
七
〇
） 


